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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
と
最
新
の
方
法

―
口
腔
ケ
ア
時
の
誤
嚥
予
防
を
考
慮
し
た

　
『
水
を
使
わ
な
い
口
腔
ケ
ア
』―

老
舗
で
味
わ
う
ネ
パ
ー
ル
料
理

３月度生涯研修
講　座　抄　録

角　

保
徳
（
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔

先
進
医
療
開
発
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長　

）

日
時　

 

３
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
３
階
・
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
南
海
高
野
線
・
近
鉄
南
大
阪
線
「
河
内
長
野
」
駅
前
）

講
師　

 

嶋
田
一
郎
氏
（
医
科
協
会
・
地
域
医
療
対
策
部
長
、

堺
市
南
区
開
業
）　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

認
知
症
・
寝
た
き
り
等
の
患
者
に
対
す
る
歯
科
訪
問

診
療
の
留
意
点
―
内
科
の
立
場
か
ら

南
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

岩
崎
剛
氏
（
医
師
、
兵
庫
医
療
大
学
薬
学
部
教
授
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

持
参
物　

『
病
気
を
持
っ
た
患
者
の
歯
科
治
療
』（
２
０
１

７
年
版
・
長
崎
県
保
険
医
協
会
発
行
、
お
持
ち
の
方
の
み
）

病
気
を
持
っ
た
患
者
の
歯
科
治
療
〜
膠
原
病
患
者
の

口
腔
病
変

大
阪
市
北
部
地
区
、
同
東
部
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
〜
９
時

講
師　

 

小
倉
孝
文
氏
（
堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科
口

腔
外
科
部
長
）

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺　
　

定
員　

70
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

リ
ス
ク
を
持
っ
た
患
者
の
歯
科
治
療
〜
慢
性
疾
患
、

認
知
症
、
妊
婦
な
ど

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
23
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
特
別
会
議
室
（
地
下
鉄
谷
町
線

「
天
満
橋
」
駅
徒
歩
５
分
）　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

藤
野
健
正
氏
（
医
療
法
人
き
ょ
う
ど
う
理
事
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

わ
く
わ
く
リ
グ
ロ
ス
講
習
会

北
河
内
地
区
、
三
島
地
区
・
総
会
記
念
講
演

　

仕
事
柄
（
⁉
）
カ
レ
ー
の

魅
力
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
は

必
ず
カ
レ
ー
は
「
愛
」
に
溢

れ
た
食
べ
物
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
。
サ
ー
ビ
ス
精
神
が

余
っ
て
「
ぼ
く
は
カ
レ
ー
に

な
り
た
い
で
す
！
」
な
ん
て

コ
メ
ン
ト
す
る
時
も
あ
る
。

カ
レ
ー
の
話
を
す
る
時
は
み

ん
な
幸
せ
そ
う
な
顔
を
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
気
に

入
り
の
カ
レ
ー
を
語
る
。
カ

レ
ー
に
は
平
和
が
あ
る
。
そ

ん
な
私
が
愛
し
て
や
ま
な
い

カ
レ
ー
を
数
回
に
渡
り
皆
様

に
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

閑
話
休
題
、
大
阪
・
中
崎

町
に
あ
る
「
カ
ン
テ
ィ
プ
ー

ル
」
と
い
う
一
軒
の
老
舗
ネ

パ
ー
ル
料
理
店
。
大
国
イ
ン

ド
と
中
国
の
間
に
位
置
す
る

ネ
パ
ー
ル
は
食
文
化
に
お
い

て
、
両
国
の
影
響
を
強
く
受

け
て
い
る
。
ネ
パ
ー
ル
料
理

に
は
、
と
び
き
り
の
カ
レ
ー

は
も
ち
ろ
ん
、
餃
子
風
の

「
モ
モ
」
や
煮
込
み
う
ど
ん

智
雄
さ
ん
は
現
在
75
歳
。
初

め
て
ネ
パ
ー
ル
に
足
を
踏
み

入
れ
た
の
は
、
30
年
ほ
ど
前

風
の
「
ト

ゥ
ク
パ
」

な
ど
日
本

人
に
も
な

じ
み
や
す

い
料
理
も

沢
山
あ
り

エ
ス
ニ
ッ

ク
料
理
の

入
門
と
し

て
も
最

適
。

　

こ
の
店

の
オ
ー
ナ

ー
・
岡
本

の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
そ

れ
以
来
ず
っ
と
ネ
パ
ー
ル
へ

の
想
い
に
溢
れ
、
ネ
パ
ー
ル

食
文
化
の
普
及
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
。

　

辛
味
が
濃
く
て
、
味
が
派

手
な
料
理
が
多
い
カ
ン
テ
ィ

プ
ー
ル
。
シ
ェ
フ
の
カ
ル
キ

さ
ん
は
火
使
い
が
豪
快
で
そ

れ
で
い
て
ス
パ
イ
ス
の
火
入

れ
が
芸
術
的
、
香
り
を
何
と

も
派
手
に
立
た
せ
る
。

　

ど
の
料
理
も
塩
と
ニ
ン
ニ

ク
が
ガ
ツ
ン
と
効
か
せ
て
あ

っ
て
、
ス
パ
イ
ス
の
押
し
が

強
く
、
ネ
パ
ー
ル
料
理
を
食

す
喜
び
を
堪
能
さ
せ
て
く
れ

る
。
個
人
的
に
は
ネ
パ
ー
ル

の
家
庭
料
理
〝
ダ
ル
バ
ー

ト
〞
あ
た
り
を
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
の

だ
け
れ
ど
。

　

さ
て
お
き
、
イ
ン
ド
料
理

し
か
ご
存
知
な
い
御
方
は
、

是
非
一
度
訪
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

◇

　

歯
科
医
師
で
ス
パ
イ
ス
研

著
者
略
歴
／
い
ず
い
・
し
ゅ
う
す
け　

生
野
区
開
業
。
大
阪

大
学
歯
学
部
予
防
歯
科
学
教
室
招
へ
い
教
員
。
幼
少
期
か
ら

の
カ
レ
ー
好
き
が
高
じ
、
同
大
学
院
で
ス
パ
イ
ス
成
分
の
歯

周
病
予
防
へ
の
応
用
を
研
究
。
ス
パ
イ
ス
研
究
家
と
し
て
、

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
も
活
躍
中
。

究
家
の
泉
井
秀
介
先
生
（
生

野
区
）
に
大
阪
の
カ
レ
ー
の

名
店
を
連
載
で
紹
介
し
て
も

ら
う
。 【メモ】

店名：カンティプール
所在地：大阪市北区黒崎町７-13
営業時間： 午前11時30分～午後３時、午

後５時～10時（ラストオーダー）
電話：06-6359-3884
定休日： 月曜日・第３日曜日（月曜が祝日

の時は営業、翌日休み）

身
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
異
変
が
あ
れ
ば
早
期
に

受
診
し
て
も
ら
う
こ
と
。
そ

の
た
め
に
口
腔
外
科
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
。

　

４
月
14
日
に
大
阪
大
学
中

之
島
セ
ン
タ
ー
で
市
民
公
開

講
座
「
そ
う
か
！
口
腔
外
科

へ
行
っ
て
み
よ
う
！
―
口
腔

が
ん
、
お
口
の
先
天
障
が
い

治
療
最
前
線
」（
日
本
臨
床

口
腔
外
科
医
会
主
催
）
が
開

か
れ
る
。
同
大
学
口
腔
外
科

の
鵜
澤
成
一
・
古
郷
幹
彦
両

教
授
が
講
演
す
る
。
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

◇

　

申
し
込
み
は
「
市
民
公
開

講
座
参
加
申
込
」
と
明
記
の

上
、
▽
名
前
▽
住
所
▽
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
▽
年
齢
―
―
を

記
載
し
、
06
―
６
４
２
７
―

３
１
０
５
ま
で
フ
ァ
ク
ス

を
。
参
加
無
料
。

ア
を
行
っ
て
い
る
。
粘
性
の

あ
る
ジ
ェ
ル
で
汚
れ
を
絡
め

取
り
、
細
菌
を
口
腔
内
に
拡

散
す
る
こ
と
な
く
、
吸
引
管

で
汚
染
物
を
常
時
口
腔
外
へ

排
出
す
る
。『
水
を
使
わ
な

い
口
腔
ケ
ア
』
は
、
汚
染
物

や
細
菌
を
含
ん
だ
水
分
を
確

実
に
回
収
し
、
咽
頭
・
喉
頭

に
流
入
す
る
リ
ス
ク
を
低
減

し
、
口
腔
ケ
ア
を
安
全
に
実

施
で
き
る
方
法
で
あ
る
。

　

本
講
演
で
は
、
口
腔
ケ
ア

の
新
し
い
分
類
と
『
水
を
使

わ
な
い
口
腔
ケ
ア
』
に
関
す

る
講
義
を
通
し
て
、
実
際
に

口
腔
ケ
ア
を
行
う
と
き
に
必

要
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
と
手
技

の
コ
ツ
を
お
伝
え
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

◇

３
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
／
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
／
会
員

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

時
の
誤
嚥
の
予
防
策
と
し

て
、
口
腔
ケ
ア
時
の
洗
浄
水

や
汚
染
物
の
回
収
が
重
要
で

あ
る
。
特
に
、
口
腔
機
能
障

害
や
嚥
下
障
害
が
あ
る
場

合
、
口
腔
内
に
残
っ
た
水
分

が
咽
頭
・
喉
頭
に
流
入
し

て
、
不
顕
性
誤
嚥
を
起
こ

し
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
し

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
手
段
の
ひ
と

つ
と
し
て
有
効
な
の
が
、『
水

を
使
わ
な
い
口
腔
ケ
ア
』
で

あ
る
。
国
立
長
寿
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
誤
嚥
リ
ス

ク
の
高
い
方
に
、
水
の
代
わ

り
に
口
腔
ケ
ア
専
用
ジ
ェ
ル

と
吸
引
管
を
用
い
て
口
腔
ケ

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

我
々
は
、
口
腔
ケ
ア
を
口

腔
内
ケ
ア
（
①
『
口
腔
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
』
②
『
水
を
使
わ

な
い
口
腔
ケ
ア
』）
と
口
腔

外
ケ
ア
（
③
顔
面
マ
ッ
サ
ー

ジ
④
化
粧
・
整
容
療
法
）
に

分
類
し
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
、
口
腔
機
能
お
よ
び
認
知

機
能
の
維
持
・
向
上
を
目
指

し
て
、
口
腔
ケ
ア
手
技
や
シ

ス
テ
ム
の
開
発
お
よ
び
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
口
腔
ケ
ア
時
の
誤

嚥
に
よ
る
事
故
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
口
腔
ケ
ア
は
リ
ス

ク
管
理
を
怠
る
べ
き
で
は
な

い
処
置
で
あ
る
。
口
腔
ケ
ア

　

超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴

い
、
自
身
で
口
腔
管
理
が
で

き
な
い
高
齢
者
が
増
加
し
、

口
腔
機
能
も
低
下
し
て
く
る

た
め
、
全
身
疾
患
の
発
症
や

全
身
状
態
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
継
続
的
な
口
腔
ケ
ア
を

行
う
こ
と
で
誤
嚥
性
肺
炎
や

低
栄
養
の
予
防
が
で
き
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
口
腔
ケ
ア

は
口
腔
衛
生
の
手
段
で
あ
る

だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
・
向
上
や
全

身
疾
患
の
予
防
、
健
康
増
進

に
向
け
た
医
療
の
一
環
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
口

腔
ケ
ア
の
普
及
が
重
要
な
課

を
経
由
す
る
こ
と
が
多
い
。

回
り
道
し
て
も
何
と
か
な
る

疾
患
も
多
い
が
、
急
を
要
す

る
も
の
も
あ
る
。

　

何
年
も
前
、
１
㌢
に
満
た

な
い
舌
癌
の
疑
い
病
変
に
遭

遇
し
た
。
病
院
受
診
を
勧
め

る
と
、
仕
事
を
片
付
け
た
い

の
で
１
カ
月
待
っ
て
も
良
い

か
と
聞
い
て
き
た
。
強
い
口

調
で
説
得
し
、
受
診
さ
せ

た
。
結
果
的
に
口
腔
癌
だ
っ

た
が
、
舌
の
部
分
切
除
で
済

ん
だ
。

　

早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
は

医
療
者
が
見
逃
さ
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
患
者
自

　

「
口
腔
外
科
っ
て
何
を
す

る
の
で
す
か
？
」
と
患
者
に

聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
歯

科
口
腔
外
科
を
標
榜
し
た
１

９
９
６
年
の
こ
と
だ
。
当

時
、
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
今
で
は
「
親
知
ら

ず
を
抜
い
て
も
ら
え
ま
す

か
？
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
来
院
す
る
患
者
も
増
え

て
き
た
。

　

ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
は
得
ら

れ
る
が
、
患
者
は
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
に
口
腔
外
科
を
選
択
出

来
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
当

院
の
例
で
は
、
粘
膜
疾
患
は

内
科
、
顎
関
節
は
整
形
外
科

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

栗
本
拓
哉
（
泉
佐
野
市
）

口
腔
外
科
の
出
番
で
す

カンティプール
第１回

泉井秀介先生

カレーの名店
とめぐる
スパイス王子

日
時　

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
臨

床
教
授
・
吹
田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

W
hat a w

onderful root canal w
orld !

〜
初
心
に
戻
っ
て
臨
床
根
管
解
剖
を
極
め
よ
う

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

３
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

 

Ｊ
Ｅ
Ｃ
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
江
坂
（
地
下
鉄
御
堂
筋

線
「
江
坂
」
駅
１
番
出
口
す
ぐ
）

講
師　

 

杉
典
子
氏
（
洛
和
会
音
羽
病
院
・
京
都
口
腔
健
康
セ

ン
タ
ー
副
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

70
人

高
齢
者
の
歯
科
治
療
〜
高
齢
者
に
多
い
疾
患
を
有
し

て
い
る
患
者
へ
の
対
応
〜

北
大
阪
地
区
総
会
・
記
念
講
演

どの料理もスパイスの押しが強い


